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奏者たちが「違う J と称したり、逆に異なるとみられる演奏を「同じJ と称したりする認識のあり方は、まさに即興
のこうしたあり方によるのだという。そして、その都度の演奏を、個々の「フ。ロダクト」として数えるような感覚は




注意を向け、第 1 章への補いとなる論を展開している。 I第 3 章 イラン音楽のくあらすじ) -演奏形式と楽曲にみ
られる (charkh) 一」では、 「言い換え・パラフレーズ」によって行われることで冗長さ・多弁さに満ちたものとな
る即興演奏が、全体的には「チャルフ charkh (廻るもの) J という概念によって、時間的に制御された構造を持っ
ていることを指摘している。 I第 4 章 グーシェ(旋律型)分析J では、前 3 章における論点にそって、 6 人の音楽
家が伝承する旋律型集(ラディーフ)を分析し、複数の音楽家がし、かに伝統的旋律型という共有フレーズを用い‘て音
楽を創り上げているのかを浮き彫りにするとともに、どの音楽家も全体としてチャルフという流れを例外なく形成し
ていると説いている。最後の「第 5 章 即興を学ぶコンテクストの変容- (書くという精神構造〉がイラン音楽の













構造を説明しようとしている点に、本論文における最も独自な、かっ意欲的な面が現れている。 2005 年 2 月 3 日に
行われた公開口頭試問では、円環としての普遍的な性格を示すチャルフと実際の音楽との対応についての疑問や、文
字の文化と声の文化が本質的な区分であるのか、むしろロゴス的か非ロゴス的かというとらえ方が必要ではないか、
との疑問や、「音楽家の精神」を掲げながら、現実の演奏家たちへのフィールドワーク的アプローチや、個々の演奏
家の言説についての研究が欠落していることへの疑問などが示されたが、申請者はこれらの問いに対して的確に答え、
あるいは研究者としてふさわしい解答を示すことができた。イラン社会の特質を「声の文化J であると捉えることに
よって、 20 世紀初頭以来のさまざまな異文化、とりわけ「文字の文イんからの影響を捨象し、いわば永遠の相のもと
にイラン伝統音楽の即興性を把握しようとする論考のあり方が、現実の状況に照らして厳しい精査を招くことは必定
ともいえるであろう。しかし、本論文はイラン伝統音楽の特質を真正面から捉えようとした研究であり、即興音楽の
即興性とは何かを探求した美学的な論考でもあり、専門研究者の著しく少ない状況にあって、本研究が音楽学および
イラン文化研究にもたらす寄与は少なくない。よって本論文を、博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有
するものと認定する。
- 50-
